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～一曲一曲に想いをこめて～ 

李政美(いぢょんみ)さんコンサート 
11月 20日は「かわさき子どもの権利の日」。フリースペー

スえんでは子どもの権利の日事業として、たまりばと古くか

らのお付き合いがある、在日コリアン 2世で歌手の李政美さ

んをお招きし、お話とコンサートの会を開きました。 

歌や楽器が大好きなえんの子たちにぜひ政美さんに出会

ってほしいと思い、この贅沢な会が実現できました。この日

のために子ども達と一緒に看板づくりや装飾などの準備を

して、最高のコンサート会場をつくりました。 

「アンニョンハセヨ」と登場した政美さん。韓国・朝鮮の

話や国籍のこと、政美さん自身の生いたちなど、たくさんの

お話も聞かせてくださいました。 

政美さんは葛飾区で生まれ育ったそうですが、当時周りに

は、在日コリアンということだけで仕事がなかなか見つから

なかったり、地域との繋がりが難しかったりと大変な思いを

していた人が多くいたそうです。「家族もこの町も自分も嫌

いだった」という政美さんですが、定時制高校に通い、ここ

での出会いが自分にとって大きかったと話してくれました。 

定時制高校には障がいのある人や外国人などいろんな人

たちがいて、一緒に過ごしていく中で、“みんなで助け合っ

て生きていくのが世の中だ”と強く感じたそうです。嫌いだ

ったこの町が自

分を育ててくれ

たと思うように

なり、祖国であ

る韓国も生まれ

育った

日本も、

自分に

とって

ふるさ

とだと

おっし

ゃって

いました。お話の後、その思いを歌にした「京成線」という

曲を歌ってくれました。曲を聞きながら、聞いている人たち

がそれぞれのふるさとを感じていたように思います。 

金子みすゞさんの「わたしと小鳥とすずと」の詩を歌った

時は、金子みすゞさんが小鳥やすずになりたいと思った気持

ちや状況をみんなで考えながら聞き、与謝野晶子さんの「君

死にたまふことなかれ」の詩は戦場へ行く弟へどんな想いだ

ったのかなどを想像しながら聞きました。中でも印象に残っ

ているのは「おいでみんなここへ」という曲です。鳥取県で

2000年前のムラと墓地が見つかり、妻木晩田遺跡として保存

され、その記念としてつくられた曲だそうです。2000年前は

日本海をはさんだ国同士が一緒に暮らしていたけれど、その

後は国と国との争いなど悲しいこともたくさんありました。

この曲には、“これからつくる歴史はいいものになるように”

という強い思いが込められているということを知りました。 

政美さんが歌ってくれた一曲一曲にはたくさんの人たち

の想いや人生がつまっていて、それがそのまま聞いている人

たちの心に届いてくるように感じました。そして、やわらか

くてあたたかい雰囲気とチャーミングな性格の政美さんの

ことを、みんなが一気に好きになってしまう――そんな会に

なりました。（あかり） 



 

 

たまりバラエティ 

みんなで作る 

ゆめ横丁 
11 月 5 日、夢パークで

「こどもゆめ横丁」が行わ

れました。今年は 29店舗、

114人の子どもたちが出店し、当日は 2000人が来場しました。 

えんの子どもたちも、アクセサリー屋さんや、射的屋、ス

ープ屋さんなどを出店し、どの店も工夫を凝らした素敵なお

店でした☆ 他にも、お店は出さないけれど建設で力を貸し

てくれた子、アートの才能を爆発させ看板書きをしてくれた

子など、たくさんの子どもたちのパワーのすごさをとても感

じた今年のゆめ横丁。出店する子も、しない子も、みんなで

作りあげたお祭りでした。ここぞ！というときに力を発揮で

きるえんのメンバーってやっぱりステキ！ 

次は 2月のフェスティバル。この勢いで、このまま盛り上

がっていきまっしょい！（マサ） 

満員御礼!?クリスマス会 
今年のクリスマス会はなんと 150 名の参加者！えんの部

屋の中は例年以上の大にぎわいでした。懐かしい顔にもたく

さん出会え、あったかい夜になりました。クリスマス会の出

し物は、ひと月前から立ち上がった企画部が考えたもので、

マイクが回ってきたら必ず歌うクリスマスソングリレー、上

の句・中の句・下の句を別々の人が考える五七五の俳句ゲー

ムなどで盛り上がり、西やんの顔の長さがクイズの問題にな

った○×クイズは大爆笑でした。ビンゴゲームでは最後のひ

とりまでクリスマスプレゼントがもらえ、笑顔があふれまし

た。遠くにいる大切な人たちから届いたスモークターキーや

シュトーレン、果物やお菓子がテーブルに並び、たくさんの

人たちとつながってい

ることを感じました。 

お料理の差し入れや

ビンゴ景品をくださっ

たみなさま、ご協力くだ

さったみなさま、ありが

とうございました。 

（たかこ） 

上野で触れるアートと文化 
12 月 1 日、『有北さんとアート講座』の番外編で上野に行

きました。今回は上野公園内の美術館・博物館のうち、「北

斎とジャポニスム」「恐い絵展」「ゴッホ展」「古代アンデス

文明展」「国立科学博物館」から行きたい所を選択！もちろ

ん何ヵ所行っても OK！どの企画も魅力的だけど、中南米の考

古学が大好きな私は、やはり「古代アンデス文明展」‼ 

南米の 9つの文明・文化が取り上げられていた文明展では、

展示物を見て「これは何？本物？」とか、バンパイプ（アン

タラ）に「えんで見たことある」と声が上がったり、ミイラ

に釘付けになったり…１つ１つに興味を抱いて観ている様

子は、一緒に古代文明の面白さに出会い、魅力を共有してい

る感じがして嬉しい♪帰りにお互

い見てきた所を報告し合ったのも

楽しかった。これからもみんなと

いろんな所に出かけ、いろんなも

のに出会い、いろんな経験をして

いきたいな。（おみつ） 

戦争を考える!登戸研究所ツアー 
11 月 17 日（金）に「登戸研究所資料館」へ行ってきまし

た。ここは、旧日本陸軍が生物兵器や風船爆弾の研究、偽札

づくりなどをしていて、終戦と共にその存在も秘密裏にされ

てきた戦争遺跡です。実際に使われていた建物が、今は明治

大学生田キャンパス内で資料館となっています。 

その隠された歴史を解明していった第 1人者である渡辺賢

二さんを講師に迎え、まずはキャンパス内に点在する研究所

時代からの動物慰霊碑、消火栓、弾薬庫、弥心神社などをみ

んなで散策し、そのあと資料館を見学しました。 

資料館では、渡辺さんに展示を解説してもらうだけでなく、

堅く口を閉ざしていた元所員の心の扉を少しずつ開いたの

は解明に取り組んでいた高校生たちだったことや、その際に

「大人には話したくな

かったが、君たちだから

話したんだ」などの元所

員の言葉も紹介しても

らいました。（ダイスケ） 



 

 

ブリュッケだより 
～物づくりの現場で～  

12 月、横須賀市久里浜駅近くでうどん屋を営む「うどんカフェう

せい」の前田さん親子にお越しいただき、手打ちうどん講座を開催

しました。最初に作業の説明を受け、小麦粉 200・250・500ｇの中

から自分の練れそうな分量を選びました。分量に合わせた水と塩を

混ぜ合わせて練り始めると、あっという間にみんな汗だくで声も出

ない状況に。500ｇに挑戦したメンバーからは「先が見えない…」の

声が。しかし徐々に小麦粉がまとまり始めると、安心感や愛着が湧

いてきます。伸ばす作業の時には優しい手つきに。最後は「うせい」

特製のうどん切り機で威勢よく切って完成。大鍋で 20～30 分ゆで上

げた、太さいろいろのうどんが、またいい味を出していました。 

お店でうどん打ちを担当している息子の

しずか君は、毎日 500ｇの小麦粉を 8～10 セ

ットを打っています。「前田福祉社労士事務

所」代表で父親の豊さんは、『いつか「うせ

い」を養護学校のしずかのお友達たちも働け

る場にしていきたい』と話されていて、その

眼差しに力を感じました。素敵な出会い・体

験の時間となりました。（さとう） 

 

 

 

 

 

★えんめしを食べた昼下がり、なにやらえんの中に人だかりが…。「チ

ケットの値段どうする?」「ポスター書こう」「Ｔシャツも作っちゃおう !」

などの声が響きわたります。そう、これぞ『たまりばフェスティバルプ

ロジェクト X』!! 今年は例年以上の盛り上がりで頑張っています。まだ

まだメンバーも募集中なので、興味がある人は声をかけてね。（マサ） 

★市内でお花屋さんを開いている遠藤ミホさんが、毎年クリスマスの時

期にリースづくりを教えに来てくれています。木のツルを丸く編んだリ

ース台に、モミやヒイラギの葉、松ぼっくりや赤い木の実などを思い思

いに付けていき、ステキなリースの出来上がり。アバンギャルドなリー

スや似顔絵リースには、みんな大爆笑でした。（たかこ） 

★少し前、えんにハリーポッター杖ブームが到来。子どもたちは木工の

達人フクミネさんと一緒に木でオリジナルの杖を作り、手芸の達人コハ

ルにつえ袋を依頼。コハルはえんにある布とミシンを使ってあっという

間に可愛い袋を完成。そしてそれを嬉しそうに首からぶら下げたハリー

ポッターたちが誕生！ここにはいろんな達人がいるよー♪（あかり） 

 

 

 

友人の松浦幸子さんが主宰する「クッキングハウス」が

30周年を迎え、先日調布で祝う会が盛大に開かれた。人

生の途中で心の病を発症した人たちが、病院ではなく、街

の中で当たり前に人間らしく生きていきたいと、ワンルーム

からスタートした小さな居場所。「“おいしいね”から、元気

になる場」を合言葉に、自然派家庭料理のレストランやクッ

キーをつくったり、お茶も飲めるティールームを運営。さらに、

クッキングスターと名付けられた 3 つ目の居場所では、20

年前からひきこもり傾向の若者たちと夕食を食べながら語

り合う、自立生活支援・就労支援の居場所も開いてきた。 

30 年に及ぶクッキングハウスの歴史を、精神保健をめ

ぐる社会状況の移り変わりとともに「ソシオドラマ」の形に仕

立て上げ、メンバーとともにつくった 12 のオリジナル曲をみ

んなで歌いあげた。詩に込められた思いが胸に響いてきて、

何度も目頭が熱くなった。みんなで手づくりのご飯を一緒に

囲むことで元気になる場。弱さをだしてもいい。失敗しても

いい。安心して気持ちが語れるつながりの中から、豊かに

自分を取り戻していく。 

クッキングハウスを語る言葉が、不思議なほどたまりばを

語る言葉と重なる。たまりばが暮らしを取り戻そうと、毎日

の昼食づくりを活動の真ん中においてきたきっかけはここに

あったんだと、原点が思い出された。30 年前に小さなワン

ルームマンションで作ってくれたご飯のおいしさが忘れられ

ず、松浦さんに「胃袋をつかまれた」私が、仲間とともに川

崎の地でたまりばを開き続けてきた。そういうことだったんだ。

振り返ってみて、「おいしいね」が持っている力の大きさに改

めて気づかされる。 

気がつけば私たちの場も、障がいの手帳を持っている人

や何らかの診断名がついている人の割合が半数を超える

ようになってきた。発達障がいと診断されている子、知的な

障がいがある子、精神科に通院している人、食事の介助

が必要な車いすの子も 2 人になった。 

「障がいがある子も来ていいよ」という言い方はスタンス

が少しズレている。様々な障がいがある人たちが、共にそこ

にいること。そして食卓を一緒に囲むこと。そのこと自体が

何よりも豊かなことなのだという「あたりまえ」の文化を、クッ

キングハウスと共にこれからも発信し続けていきたいと思う。

（西野博之） 



 

  

ご支援いただきありがとうございます（2017.10.1～2017.12.18） 

 

NPO法人フリースペースたまりばに、応援会員として会費を入金してくださった方、カンパをいただいた方のお名前です。 

（敬称略・順不同。希望されない方は掲載しておりません。 

なお、掲載もれなどの不備がございましたら、事務局までご連絡ください。） 

 

青木和雄、遠山和輝・則子・雄公、清水善幸、石川富士子、奥出夏海、佐藤陽子・創楽、田老伸匡、長谷川靖子、 

竹内昭・太郎、中村公一、石橋充行・大吉、輿水典久、宮崎芳正、新田学、柏倉敏和、後藤みしお、東靖士、 

矢﨑美穂子、宇井新・のどか、藤井景子、村岡美和子、梅田美穂、平林夏子、岡安花子、渥美賢多郎、 

佐藤研二・真理、山本将也、廣渡道明・明子、佐々木ともの、栗原崇、山下芳織、新居千文、赤野彩希、瀧沢誠、 

石戸博也、門田啓子、岡本宏次、木村陶子、毛井海渡、毛井大智、松山朋子、畑本和彦、山田裕子、 

田鎖美恵子、小黒信枝、山下時生、井畑立明、萬谷茂之、玉寄勝治、広岡真生、住政二郎、平島春美、 

福本陽子、飯田憲司、三輪春樹・美奈子、小浜華子、マリック・サドルディン、木内英紀、山田恵理子、増井幸子、 

齊藤こえ子、原恭子、北村年子、藤田友子、繁田卓也、櫻井庸平、本多あつこ、町田恵美、友兼清治・悦子、 

国際ソロプチミスト川崎-百合、サポートステーションさいとう、川崎ひかり法律事務所、カステラ、 

座間市主任児童委員会、保護者有志（雑居まつりバザー売上げ） 

応援会員募集中!! 
 

フリースペースたまりばの活動のためにあなたのお力が必要です！  

振込先→郵便振替口座 ００２００２-５７３８２ 特定非営利活動法人 フリースペースたまりば 
＊郵便局の自分の口座からなら、手数料が無料で振り込めます。 

※他金融機関からも入金できるようになりました。口座番号は↓（支店名を「セ」で検索してください）※ 

〇二九(ゼロニキュウ)店 (０２９) 当座 ００５７３８２ 
詳しくは事務局まで TEL 044-833-7562（光冨） 

 

 

インフォメーション 
 

 

 
 
祭りだ！ワッショイ!! 

たまりばフェスティバル 2017 
2月 25日（日）14：00～17：30（13：30開場） 

会場：川崎市男女共同参画センター すくらむ 21 

（東急田園都市線「溝の口」、JR南武線「武蔵溝ノ口」駅徒歩約10分） 

「えん」で行っている講座や自主企画など、一年間を通して

行ってきた活動の発表の場です。楽器演奏、創作劇、歌、ダン

ス、映像上映、展示など盛りだくさん♪子どもたちが立ち上げた、

“プロジェクト X（フェスティバル実行委員会）”が中心となって企

画・運営しています。一年分の「えん」が凝縮された一日です！ 

チケット  子ども 100円、 中学生から 500円、  

おとな 1,300円   

      協力券 1,000円（当日＋300円で入場可能） 

※チケットのお求めは「えん」又はお電話で。当日券もあります。 

夢パーク 初夢！新春イベント 

1月 14日（日） 11：00～15：00（17：00閉所） 

         ※15日（月）「えん」は新春イベントの代休です 

もちつき、どんど焼き、書初めなどのお正月行事や、ベーゴマ、

こま回し・はねつき、けん玉などの昔遊びをみんなで楽しもう♪ 

染めのおっちゃんと 野染めをしよう 

3月 5日（月） 11：00～ 

京都の染色家、斎藤洋さんと一緒に 18ｍの布をみんなで思

い思いに染めよう！使う染料は自然のもの。夢パーク内に生え

ているミントやヤマモモの木などから作った色もあるよ。 

★詳しくは事務局まで★ 

フリースペースって、どんなとこ？ 
「不登校」「ひきこもり」の子ども・若者の居場所 

づくりについて、画像等をまじえて「夢パーク・ 

フリースペースえん」の活動紹介と 

質疑応答など意見交換を行ないます。 

第5回 2月 17日（土） 10：00～12：00 

対象  フリースペース（居場所）の活動や、 

不登校・ひきこもりについて関心のある方 

会場  川崎市子ども夢パーク内「多目的室」 

資料代 500円 ＜要予約・先着20人まで＞ 

申込み 1月10日 10：30から受付開始 


